
市
が
納
付
し
た
消
費
税
は
、
5

年
間
分
が
国
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

改
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
深

く
お
わ
び
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略

近
年
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
の
城
崎
温
泉
の
外

国
人
宿
泊
客
数
は
年
間
約
1
万
人

で
、
対
前
年
比
で
約
2
倍
、
平
成

23
年
と
比
べ
る
と
約
9
倍
で
す
。

増
加
は
続
き
、
今
年
1
月
か
ら
3

月
の
城
崎
温
泉
の
外
国
人
宿
泊
客

数
は
、
昨
年
同
期
の
約
1
・
8
倍

で
す
。

5
月
に
、
全
国
公
募
し
た
海
外

戦
略
推
進
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

7
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
、

フ
ラ
ン
ス
都
市
連
合
主
催
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
招
待
さ
れ
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
経
済
戦
略
に
つ

い
て
講
演
す
る
予
定
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
日
本
政
府
観
光
局
パ
リ
事

務
所
や
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
パ

リ
事
務
所
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
本
社
等

を
訪
問
し
、
関
係
強
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
海
外
最
大
の
日
本
文
化

博
覧
会「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
」

の
豊
岡
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
し

円
と
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
2
億
5
千
万
円
を
充
て
、
被

保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
保
税

額（
基
礎
課
税
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
＋
介
護
納
付
金
分
）を

9
万
9
8
7
4
円
、
前
年
度
比
6

％
増
に
抑
え
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
豊
岡
市
給
水
条
例
の
改
正

給
水
装
置
工
事
設
計
審
査
手
数

料
と
給
水
装
置
工
事
検
査
手
数
料

は
、
平
成
17
年
度
の
合
併
時
か
ら

消
費
税
の
課
税
対
象
と
し
、
税
相

当
分
を
徴
収
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
定
例
議
会

で
、
消
費
税
率
を
8
％
に
す
る
条

例
改
正
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
4
月
に
、
昨
年

市
か
ら
豊
岡
税
務
署
に
行
っ
た
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
、

非
課
税
と
の
国
税
庁
の
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
改

正
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

徴
収
す
べ
き
で
な
か
っ
た
消
費

税
相
当
分
は
早
期
に
還
付
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
前
の
旧
城
崎
町
は
、

平
成
9
年
度
か
ら
合
併
直
前
ま
で
、

前
述
の
手
数
料
以
外
に
給
水
装
置

工
事
指
定
工
事
店
の
登
録
手
数
料

や
下
水
道
関
係
手
数
料
を
課
税
扱

い
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
併

せ
て
還
付
し
ま
す
。

5
月
30
日
、
平
成
26
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
、

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
議
員
に
お
祝
い
を
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、
本
市
が「
第
34
回
日

本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
」を
受
賞

し
た
こ
と
、「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

と
大
交
流
に
よ
る
経
済
成
長
へ
の

取
組
み
が
、
国
の
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
選
ば
れ
た
こ
と
を

報
告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の

諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
水
系
河
川
整
備
計
画
等

国
に
よ
る
城
崎
大
橋
・
奈
佐
小

橋
間
の
左
岸
側
特
殊
堤
整
備
、
戸

島
地
区
や
稲い

な
ん
ば葉
川
合
流
部
の
堤
防

整
備
は
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

中
郷
の
遊
水
地
整
備
の
用
地
買

収
は
継
続
さ
れ
、
鶴
岡
・
日
置
地

区
無
堤
防
対
策
の
用
地
買
収
に
着

市
政
の
動
き

　  

６
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

手
さ
れ
ま
す
。

野
上
地
区
に
仮
置
き
し
て
い
た

河
道
掘
削
土
砂
は
、
小こ

河が
わ

江え

地
区

へ
の
搬
出
が
終
わ
り
、
現
在
、
ほ

場
の
整
地
中
で
す
。

下
鶴
井
地
区
の
仮
置
き
土
砂
は
、

円
山
川
運
動
公
園
へ
の
流
用
土
を

除
き
、
今
年
度
中
に
搬
出
さ
れ
る

予
定
で
す
。

○
市
立
高
橋
診
療
所

平
成
24
年
か
ら
新
た
な
医
師
を

募
集
し
、
5
月
、
関
東
の
医
療
法

人
と
診
療
所
運
営
の
基
本
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
不
採
算
地
区
の

た
め
、
一
定
範
囲
で
赤
字
補
て
ん

を
し
ま
す
。
運
営
形
態
は
、
施
設

無
償
貸
与
の
民
営
方
式
と
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

5
月
に「
平
成
26
年
度
豊
岡
市

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
」の
答
申
を
受
け
、

条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

費
見
込
額
は
、
昨
年
度
の
国
保
税

算
定
時
と
比
較
し
て
6
・
5
％
増
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
対
昨
年

度
実
績
値
比
で
3
・
7
％
増
、
介

護
納
付
金
分
は
8
・
9
％
増
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
繰
越
金
1
億
1
千
万

ま
す
。
本
市
が
社
員
を
受
け
入
れ

て
い
る
楽
天
株
式
会
社
の
好
意
に

よ
る
情
報
発
信
で
す
。

○
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・　

　
　
　
　
　
　

国
際
か
い
ぎ

7
月
に
、
県
・
市
主
催
で
、「
第

5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か

い
ぎ
」を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は「
未
来
へ
！
〜
野
生
復
帰
の
す

す
め
〜
」で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
事
業
の
現
状
と
課
題
を
認

識
し
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
は
、

平
成
23
年
度
に
県
が
中
心
と
な
っ

て
策
定
し
た「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
計
画

（
第
2
期
）」、
国
・
県
・
市
共
同

主
体
で
と
り
ま
と
め
て
い
る「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
検
証
事
業
」

な
ど
を
通
し
て
、
現
状
と
課
題
が

整
理
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

県
の
補
助
制
度
の
見
直
し
を
受

け
、
市
は
、
今
後
3
年
間
、
シ

カ
の
捕
獲
を
集
中
的
に
進
め
ま

す
。
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
員
の
シ

カ
捕
獲
報
償
金
を
増
額
し
、
捕
獲

専
任
班
を
新
設
し
、
今
年
度
は
約

6
5
0
0
頭
の
捕
獲
を
目
指
し
ま

す
。
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○
伊
藤
清
永
美
術
館
の
名
称
変
更

本
年
度
25
周
年
を
迎
え
た
伊
藤

清
永
美
術
館
は
、
唯
一
の
市
立
美

術
館
と
し
て
地
域
の
芸
術
文
化
振

興
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、名
称
に「
豊
岡
市
立
」が

付
い
て
い
な
い
た
め
、作
品
交
流
の

際
に
私
的
な
美
術
館
と
誤
解
さ
れ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
名
称
を「
豊
岡
市
立

美
術
館

伊
藤
清
永
記
念
館

」

に
改
め
て
、
市
の
美
術
館
と
し
て

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金　

国
の
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
、

「
地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時

交
付
金
」い
わ
ゆ
る「
が
ん
ば
る
地

域
交
付
金
」が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
好
循
環
実
現
の
た

め
の
経
済
対
策
」と
し
て
、
景
気

回
復
が
波
及
し
て
い
な
い
財
政
力

の
弱
い
市
町
村
で
あ
っ
て
も
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

使
途
は
、
建
設
国
債
の
対
象
と

な
る
国
庫
補
助
事
業
、
建
設
地
方

債
の
対
象
の
地
方
単
独
事
業
の
財

源
と
し
て
も
充
当
で
き
ま
す
。

本
市
へ
の
交
付
限
度
額
は
ま
だ

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
4
億
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

設
備
の
充
実

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
9
月
に
、
日
本
を
代
表
す
る

劇
作
家
・
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
と
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
女
優
賞
を
受

賞
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
の
滞
在

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
春
に

は
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
人

気
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
演
出
家

の
滞
在
も
内
定
し
て
い
ま
す
。

滞
在
中
に
制
作
さ
れ
る
作
品
は
、

そ
れ
ぞ
れ
世
界
初
演
が
豊
岡
で
な

さ
れ
た
後
、
世
界
各
国
で
上
演
さ

れ
ま
す
。

11
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の
間

の
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
募
で

は
、
6
カ
国
25
件
の
応
募
が
あ
り
、

7
件
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
の
7

件
を
合
わ
せ
て
、
今
年
度
す
で
に

日
本
を
含
む
世
界
6
カ
国
15
団
体

の
滞
在
制
作
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
を
代
表

す
る
舞
台
美
術
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
舞
台
な
ど
の
施
設
を
改

善
し
ま
す
。
舞
台
の
改
善
作
業
は
、

舞
台
芸
術
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
す
る
学
生
た
ち
の
実
習
活
動

と
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
排
水
管
の

調
査
と
ト
イ
レ
の
改
修
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

は
、
算
数
、
国
語
と
も
に
全
国
平

均
を
下
回
り
、
学
力
の
向
上
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
習
の
積
み
重
ね
が

重
要
な
算
数
に
絞
り
、
基
本
的
な

計
算
力
を
高
め
る
補
充
学
習
を

「
豊
岡
が
ん
ば
り
タ
イ
ム
」と
し
て

実
施
し
ま
す
。
対
象
校
は
、
規
模

が
大
き
い
た
め
、
き
め
細
か
な
授

業
実
施
が
難
し
い
、豊
岡
・
八
条
・

五
荘
・
日
高
・
弘
道
小
学
校
と
し

ま
す
。　

県
費
負
担
教
職
員
の
非
常
勤
講

師
が
、
週
1
日
か
ら
5
日
、
放
課

後
の
1
時
間
程
度
、
学
校
が
選
定

し
た
児
童
を
指
導
し
、
学
力
向
上

を
図
り
ま
す
。
事
業
費
は
全
額
県

補
助
金
を
充
て
ま
す
。

○
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
事
業

土
曜
日
等
に
地
域
の
方
が
講
師

と
な
り
、
小
学
校
児
童
に
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
の
場
を
提
供
す

る
、
県
の
補
助
事
業「
土
曜
チ
ャ

レ
ン
ジ
学
習
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。
初
年
度
は
五
荘
・
福
住
小
学

校
で
実
施
し
、
順
次
、
全
校
に
拡

大
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
実
現
力
を
身

に
付
け
、
地
域
の
教
育
力
が
向
上

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

昨
年
度
は
、
12
月
ま
で
は
過
去

最
高
の
利
用
率
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
冬
季
ダ
イ
ヤ
で
午
後
便
が
繰

り
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

年
間
利
用
率
は
対
前
年
度
比
で
2

ポ
イ
ン
ト
増
の
62
・
2
％
で
し
た
。

伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継
利
用
者

数
は
、
対
前
年
度
比
で
18
％
増
の

1
万
1
1
1
3
人
で
、
開
港
以
来

初
の
1
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
年
間
利
用
率
70
％
を

目
指
し
ま
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

昨
年
4
月
に
開
始
し
た
、
第
2

期
社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
が

3
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
利
用

者
数
は
、
目
標
の
12
万
1
千
人
に

対
し
、
11
万
1
2
6
0
人
で
、
達

成
率
は
92
％
で
し
た
。

し
か
し
、
第
1
期
と
比
べ
利
用

者
数
は
2
万
3
2
6
8
人
増
、
運

賃
収
入
も
2
4
7
万
5
千
円
増
と

大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

今
後
、
結
果
分
析
を
進
め
、
地

元
や
運
行
事
業
者
と
協
議
し
、
10

月
以
降
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
豊
岡
が
ん
ば
り
タ
イ
ム

昨
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
、
本
市
の
小
学
校

嘱
託
職
員
を
採
用
し
、
捕
獲
専

任
班
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
田
結
漁
港
の

　
　
　

ご
み
漂
着
対
策
の
検
討

田
結
漁
港
は
、円
山
川
の
河
口

に
位
置
し
て
い
る
た
め
、ご
み
の

漂
着
や
砂
の
体
積
が
あ
り
、多
額

の
除
去
費
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、現
況
分
析
や
要
因
の
推

定
を
行
い
、対
策
案
を
検
討
し
ま

す
。

○
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

国
は
、
地
域
の
金
融
機
関
の
資

金
を
活
用
し
、
地
域
内
の
経
済
循

環
と
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
、
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を

創
設
し
ま
し
た
。

市
は
、事
業
化
の
め
ど
が
立
っ

た
3
件
を
申
請
し
、交
付
決
定
を

受
け
ま
し
た
。全
国
の
採
択
件
数

は
35
件
で
、3
件
の
採
択
は
徳
島

県
と
並
ん
で
全
国
最
多
で
す
。

採
択
を
受
け
た
事
業
は
①
豊
岡

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
高

級
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
②
地
元
間

伐
材
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
熱
源
と

す
る
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
③
但

馬
牛
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
地
元

食
材
を
使
っ
た
薫
製
製
造

で
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
状
況

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
広報とよおか　2014.6.259


